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問　

今
後
の
国
民
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
」
問
題
に
対
す
る
市
の
基

本
見
解
は
。

農
政
課
長　

市
農
業
へ
の

影
響
と
し
て
農
水
省
試

算
ベ
ー
ス
で
は
約
17
億
７
，

０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る

が
、
野
菜
・
果
樹
等
及
び
環

境
面
で
の
影
響
を
加
味
す
れ

ば
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

市
民
課
長　

国
民
皆
保
険
が

維
持
さ
れ
な
く
な
る
懸
念
が

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
日
本
医

師
会
等
が
反
対
声
明
し
て
い

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
参
加
国
間
の

関
税
を
撤
廃
し
て
貿
易
の
自

由
化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
。

真
の
狙
い
は
あ
ら
ゆ
る
非
関

税
障
壁
の
撤
廃
と
安
全
基
準

等
の
統
一
化
、
英
語
の
共
通

語
化
に
あ
る
。
農
耕
の
長
い

歴
史
を
経
て
形
成
さ
れ
た
日

本
国
民
の
伝
統
・
文
化
・
精

神
が
変
容
す
る
怖
れ
が
あ
る
。

行
政
も
観
光
Ｐ
Ｒ
・
定
住
促

進
・
企
業
誘
致
な
ど
や
り
方

が
変
わ
る
だ
ろ
う
。
市
長
の

見
解
は
。

市
長　

田
園
都
市
ち
く
ご
の

農
業
や
農
業
衰
退
に
よ
る
緑

の
環
境
へ
の
影
響
を
危
惧
す

る
。
拙
速
な
判
断
を
し
な
い

よ
う
国
に
要
求
し
て
い
く
。

幼
保
・
小
・
中

　
　
一
貫
教
育
を

問　

将
来
の
小
学
校
統
廃
合

を
に
ら
み
、
先
駆
的
な
試
み

る
。
今
後
を
注
視
し
て
い
く
。

市
長　

農
業
分
野
だ
け
で
な

く
24
分
野
に
及
ぶ
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
国
内
に
反
対

意
見
が
多
い
の
も
当
然
の
こ

と
と
解
す
る
。
こ
れ
ら
の
公

式
情
報
は
少
な
い
が
、
国
に

対
し
慎
重
な
対
応
を
求
め
て

い
く
。

「
企
業
誘
致
」
は

も
っ
と
積
極
的
に

問　

「
企
業
誘
致
」
に
関
し

て
第
四
次
総
合
計
画
等
で
は

積
極
的
姿
勢
が
見
え
な
い
。

定
住
人
口
五
万
人
を
目
指
す

要
素
と
し
て
重
要
課
題
だ
と

認
識
す
る
。

商
工
観
光
課
長　

県
情
報
、

企
業
誘
致
フ
ェ
ア
・
市
ガ
イ

ド
等
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い

る
が
現
状
は
厳
し
い
。

土
地
開
発
公
社
理
事
長　

民

間
遊
休
地
を
優
先
し
て
用
地

対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

市
長　

第
四
次
後
期
総
合
計

画
の
中
で
議
論
す
る
。

と
し
て
「
幼
保
・
小
・
中
（
０

歳
か
ら
15
歳
ま
で
）
一
貫
教

育
」
を
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

学
校
教
育
課
長　

一
貫
教
育

は
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
や
「
小

１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
等
に
効
果

あ
り
と
予
想
さ
れ
る
。
実
施

す
る
に
は
困
難
も
多
い
が
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
と
理
解
す
る
。

校
区
統
合
の

　
　
シ
ン
ボ
ル
を

問　

校
区
の
歴
史
や
特
徴
が

込
め
ら
れ
た
小
学
校
校
章
を
、

校
区
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

地
域
支
援
課
長　

校
区
等
の

結
束
強
化
、
活
性
化
の
た
め

の
提
案
と
し
て
「
校
章
」
を

紹
介
し
た
い
。

「ＴＰＰ」問題に
　　対する市の見解は

　答 国へ慎重な対応を望む

貝田 晴義 議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
を

　
　
　

ど
う
考
え
る
か

答 

農
業
や
環
境
へ
の

　
　
　
　
影
響
を
危
惧

井
星 

喜
文 

議
員

JA 農業まつり
東大 鈴木宣弘氏 TPP 講演

校区統合のシンボルを
（古川小学校校章）


